
放牧期間延⻑
（11⽉頃〜1⽉頃）

耕作放棄地放牧
（6⽉頃〜10⽉頃）

表⾯追播による簡易牧草導⼊技術 飼料⽤ムギ類等による放牧期間延⻑

表面追播による簡易牧草導入技術

秋冬季放牧に適した飼料用ムギ類等を導入した
放牧期間延長

耕作放棄地放牧における家畜⽣
産上の課題！

・ 放牧利⽤の継続に伴う既存植
⽣の衰退
・ 放牧期間が6⽉頃〜10⽉頃に
限られる

牧養力の維持・向上のための

低コスト・省力化のための

放牧を続けていたら、
植⽣(野草)が衰退し、

エサが無くなった

耕作放棄地の地
形が悪くて、農機

が⼊れない
ストリップグレージング

新技術①：牧養力維持と放牧期間延長技術

４．新技術の導入

太陽光発電を活⽤し、直流電源駆動のポンプを利⽤して飲⽔を供給。電気牧柵との併⽤も可能！

⽔運搬・給⽔作業からの解放

電気牧柵システム

揚⽔ポンプシステム

飲水自動供給システムの導入

放牧面積の拡大に寄与

新技術②：自動飲水供給システムによる飲水管理の省力化
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（１）放牧頭数の増加

・廃用牛を放牧してから出荷する。

・放牧地で子牛の出産と育成を行う。

（２）放牧面積の拡大

・下河原地区には活用していない耕作放棄地が残されており、

農地中間管理機構等を通じて、放牧地化を図りたい。

・休耕田と里山をつないだ林間放牧を行う。

耕作放棄地は
⽜さんに頼もう

任せて！

６．将来のビジョン

５．放牧を行って気づいたこと

・軽労化、低コスト化、規模拡大には、放牧の導入がベストである。

（町役場の助言、支援もあり、耕作放棄地を利用）

・放牧継続のためには既存植生の衰退をカバーすること。

（飼料用ムギ等の播種）

・放牧場所の設定には、周辺農地、住宅等への配慮が必要である。

・個人による農地の権利調整は、困難な場合がある。

・長期に渡って安定的に土地が使えることが望ましい。

・地域で将来の土地利用について合意形成が得られていると、今後の経営方針が

立てやすい。

・放牧を導入・継続していくためには、地権者や地域の人々の理解が不可欠である。
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毎年、１⽉に下河原地区の⼀画で実施される⼩正⽉⾏事「どんど焼き」に参加・協
⼒することにより、地域の⼈たちとの絆ができ、放牧への理解と協⼒関係が得られた。

※「どんど焼き」：竹、萱などで作ったやぐらの中に門松などを入れ、火をつけ燃やす伝統行事。

放牧を導⼊・継続していくためには、地権者や地域の⼈々の理解が不可⽋であ
り、⽇常的に良好な関係を築く努⼒が必要である。

～土地とウシのほかに大事なものがある～

※2020年は中止

７．おわりに
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８．参考資料（2019年10月12～13日台風19号による被災）

親⼦放牧施設

(元)親⼦放牧施設

飲⽔供給
↓システム親⼦放牧施設↑

2018.7.18撮影

↓庇陰⽊

(元)飲⽔供給
↓システム

(元)親⼦放牧施設↑

2019.10.17撮影

↓庇陰⽊

庇陰⽊ 庇陰⽊（流⽊、流⽵が引っかかる)

・下河原地区全体が一時浸水し、放牧牛23頭が流された。後に17頭救助される。

・草地約5haのうち、約2/3が土砂に埋まる。

・施設の多くが全壊する。
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2019 10/13被災(農研機構 中尾氏 現地入り）

2019 10/14～流された牛の救助活動(JAや地域の関係者、福島県放牧農家、農研

機構 山本氏ら 協力)

2019 10/27
下野新聞より

台⾵で崩れた堤防 流されて川岸で⾒つかった⽜を捕まえたところ

⾜元が悪い中、川岸から⽜を⽜舎へ戻すところ ⽊に引っかかった流⽊類より
約3m 程度⽔に浸かったと推察
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2019 11/12 救助できた17頭の牛の飼養場所が問題となり、比較的被害の少なかった

F牧区を利用できるように施設と牧柵を復旧（流木(竹類)と土砂を取り除く）

・F牧区 被災直後の状況

・F牧区施設 復旧作業

⼟砂の搬出

2019 10/14撮影

2019 10/17撮影

流⽵・流⽊の取り外しと搬出

絡みついた流⽵類を⼿作業で取り除く 復旧

2019 10/14撮影
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2020 2/26宇都宮大学ボランティアの方の協力を得て電気牧柵張り

2020 6/22020 5/13放牧再開時の⾵景 放牧頭数も増加

放牧の再開

宇⼤の学⽣と電牧を張る

流失した牧柵の杭を打つ
修復された電気牧柵
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